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文化 観光 局

第5囲アフリ力開発会議関連の日程等について

1 第5囲アフリカ開発会議横浜開催の意義

(1) • MICE拠点都市の推進 O 安全・円滑な会議開催のための支援

0 会議開催を通じた、横浜の知名度向上

(2) 市内経済への波及効果 O 市内事業者にとってメリットとなる

会議開催支援

(3) 市民の多文化理解、国際貢献 O 市民、特に若い世代の多文化理解の促進

0 横浜市としての国際貢献の推進

2 第4回アフリ力開発会議の振り返り

(1)成果 O 大型国際コンペンションの開催支援能力の高さを国内外に示し、

APECや第 5回会議の誘致成功につながった。

0 一校一国運動は子どもたちがアフリカを肌で感じるきっかけと

なったほか、アフリカン・フェスタが横浜で開催されるようにな

り、多くの市民の皆様にアフリカの多様な文化に親しんでいただ

く機会が増えた。

(2) 課 題 。関連行事等の一部で本市と外務省との役割分担が不明瞭だ、った。

3 今回の本市の主怠取組

取 五旦 実施期間

~H25.3 I 

市立小学校 55校

(2) Iレッドカップ H25.4.1 0キャンベーン参加j古舗での買物や 前回実績:

forアフリカ」 ~5.31 食事、募金により、アフリカでの 「アフリカのハラ

キャンベーン 学校給食支援を応援 ベコを救え。」

042事業者が参加 キャンベーンに

18事業者が参加

(3)技術協力 H24.4 動物飼育、港湾、水道、縁地保全の

~H25.3 分野での

0研修員受入(H24年度 28か国 51人)

0職員派遣(H24年度2か国 7人)

(4)ビジネスセミナー H24.6.6 0市内企業にアフリカのビジネス環境

~H25.5.31 を知る機会等を提供

(H25.2月までで計6囲約 450人)

(5)アフリカン・ H25.5.30 0市内企業 12社の優れた製品、技術 |ブース出展は困
フェア 2013への ~6.2 等を紹介し、アフリカ各国とのビ

ブース出展 ジネスの契機とする

0合わせて本市の技術協力も紹介

(6)シンポジワム 狂25.5.31 0アフリカで2人目の女性元首で |固
「女性の活躍と あるジョイス・パンダ マラウイ

経済成長」 共和国大統領をお招きするほか、

アフリカの女性起業家を交えたパ

ネノレディスカッションを実施



(1)横浜アフリカ H25.5.3 0市内各所でアフリカを身近に感じ 民間事業者による

月間 ""'6.9 る45イベント開催 事業の誘発・連携

(2)アフリカン・ H25.5.11 0一校一国運動の成果発表他 第4回会議以降、

フェスタ 2013 ， ""'5.12 0来場者約 15万人 横浜で開催

(3)ー駅一国運動

(2) アフリカ関係

者の来浜

H25.4.27 

""'6.9 

0横浜市営地下鉄全 40駅での スタン灯トは闘

各閏紹介及びスタンプラリー実施

0特別電車「アフリカ号、」運行など

0延べ約 150人

4 会期前後の主な日程

本市関連日程 TICADV議事日程

(外務省より情報提供)

5/30(木)
-アフリカン・フェア 2013(経済産業省、

ジェトロ主催)への出展 (""'6/2) 

午前
-シンポジウム

。閣僚級事前会合
「アフリカ・ビジネスの新潮流J

昼 -議場演説(調整中)

5/31(金) 4砂議場演説者との昼食会(議長主催)

午後 (調整中)

φシンポジウム「女性の活躍と経済成長J

夜 。総理守横浜市長共催歓迎レセプション

午前 。開会式・全体会合

昼 -野口賞受賞者との昼食会(市長主催)

4砂第2回野口英世アフリカ賞受賞者
-全体会合

6/1(土) 午後 歓迎式典(於:金沢区・長浜ホール)

。配偶者プログラム(外務省主催)への協力

夜
-野口英世アフリカ賞授賞式記念総

理主催晩餐会

午前
-配偶者プログラム(外務省主催)への協力

。テーマ別会合

6/2 (日) 午後 4砂全体会合

夜 4・TICAD公式首脳晩餐会

6/3(月) 午前
-全体会合

。閉会式 .共同記者会見

注) 日程については、今後変更の可能性があります。



・安全・円滑な会議開催のための支援
・会議開催を通じた、横浜の国際的知名度の向上

・市内事業者にとってメリットとなる会議開催支援

・市民、特に若い世代の多文化理解の促進
・横浜市としての国際貢献の推進

参考

平成25年６月１日（土）～３日（月）

第５回アフリカ開発会議
(TICAD V)

開催都市横浜としての取組テーマ

　アフリカ開発会議（TICAD）は、日本政府が国連、国連開発計画（UNDP)、世界銀行、アフリカ連合委員会（AUC)
と共催するアフリカの開発をテーマとする国際会議です。平成５年の第１回会議から５年ごとに開催され、初めて横
浜で開催された第4回会議(平成２０年)には、アフリカの41名の国家元首・首脳級を含む51か国や、34か国のアジ
ア・欧米諸国、74の国際機関等の代表、民間セクターやNGO等市民社会の代表等3,000名以上が参加した大規
模なものとなりました。
　第５回アフリカ開発会議は、平成２５年６月１日(土)から３日（月）まで横浜で開催されます。

第４回アフリカ開発会議
(TICAD IV)

平成２０年５月２８日（水）～３０日（金）

第５回アフリカ開発会議について

ＭＩＣＥ拠点都市の推進

アフリカ開発会議とは

横浜開催の意義

取組の３つの柱

貢献する

おもてなし
する

知る

【主な取組】
　・　アフリカ支援キャンペーン
　・　技術協力
　　（水道、動物飼育繁殖、港湾）

【主な取組】
　・　アフリカ月間
　・　一校一国運動
　・　一駅一国運動

【主な取組】
　・　市民ボランティアによる案内
　・　視察プログラム

市内経済への波及効果

市民の多文化理解、国際貢献

【成果】　 ・  横浜とアフリカとの交流の深まりと継続
　　　　    ・　大型国際コンベンション開催支援能力の国内外へのアピール

ともに成長する

身近に感じる

おもてなしする

市民がアフリカを一層身近に感じる
よう、広報・イベント・学校教育
などを通じて、市民の関心・理解を
深めます。

【TICAD Ⅴにおける新たな取組】
◎従来のアフリカへの技術協力などの貢献活動
   を一歩進め、ともに成長する関係を築くことを
　 目指し ます。
　 ○セミナーの開催等を通じて新たな ビジネス
　　　機会を提供します。
　 ○女性の社会進出など、より良い社会について
　　　考える機会を設けます。

市民力を活用したボランティア
による会議運営の支援など、
市をあげて会議関係者を
おもてなしします。

【主な取組】
　・　アフリカン･フェア2013への横浜市ブース出展
　・　シンポジウム「女性の活躍と経済成長」
　・　一校一国運動
　・　アフリカ応援キャンペーン

  ・　横浜アフリカ月間
  ・　一駅一国運動
  ・　市営地下鉄「アフリカ号」運行

  ・　市民ボランティアによる案内
  ・　観光・視察プログラム
  ・　横浜PRキット

アフリカ、ともに成長するパートナーへ。
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